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　服部誠太郎知事が市町村を訪問し、施設の視察や地域で活躍
されている皆さんと意見交換を行う「知事といきいきトーク」
が「ＢＲＴ開業を契機とした地域活性化」をテーマに、11月30日、

東峰村と添田町で行われました。はじめに、国指定重要文化財
中島家住宅を訪れた服部知事は、中島家の歴史や保存修理工事
の概要などの説明を受けました。次に廃駅となった歓遊舎ひこ
さん駅舎を事務所に変えたフォレストアドベンチャー・添田を
視察。福岡県ワンヘルス啓発施設第１号として認定された同施
設を武貞マネージャーが施設アトラクションやビオトープにつ
いて説明しました。東峰村へ移動し、旧小石原小学校を改修し
たアクアクレタ小石原を視察した後、九州北部豪雨で被災し９
月にリニューアルオープンしたばかりのほうしゅ楽舎で意見交
換会を行いました。添田町からは寺西町長、添田町観光ガイド
の会藤田明則会長、一般社団法人ATOCHI DESIGN藤川徹代表、
添田町地域おこし協力隊髙瀨舞隊員が参加。知事に対し日頃の
活動、課題などを発表し、活発な意見交換が行われました。

知事といきいきトーク

服部県知事と地域の活動や課題を共有
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【お詫びと訂正】12月号柳瀬一徳さんの短歌に間違いがありました。正しくは、
「夕暮れや梵鐘の音茜空ねぐらゑかへる鳥かげ点てん」です。お詫びして訂正します。17　広報そえだ（令和６年１月号）
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パ ブリックコメントとは、町の
基本的な政策などを形成する

過程で、その政策の趣旨、目的、内
容などを公表して、広く皆さんの意見を募集し、こ
れを踏まえて町の政策を定めていく制度です。町で
は「添田町歴史的風致維持向上計画（第２期）」およ
び「添田町景観計画」の策定にあたり、パブリック
コメントを実施します。

■公表されている計画案
▶添田町歴史的風致維持向上計画
　（第２期）（素案）
▶添田町景観計画（案）

■公表されている場所
▶添田町ホームページ
▶役場商工観光振興課歴史文化財係

■意見を提出できる人
▶添田町内に住所を有する人
▶添田町内に事務所または事業所を有する個人、法
　人、その他の団体
▶添田町内の事務所や事業所に勤務する人
▶添田町内の学校に在学する人
▶添田町に納税義務のある人
▶上記２つの計画（案）に利害関係のある人

■意見の提出方法
▶下記のいずれかの方法で「意見公募用紙」を提出
　してください。意見公募用紙は役場窓口、または
　ホームページで入手できます。なお、電話や口頭
　での受け付けはできません。
◎持参の場合
　役場２階商工観光振興課歴史文化
　財係窓口
◎郵送の場合
　〒824-0691　添田町大字添田2151番地　
　添田町役場商工観光振興課歴史文化財係宛て
◎メールの場合
　shisaku@town.soeda.fukuoka.jp
◎ FAXの場合
　0947-82-2869

■募集期限
▶１月12日㈮17時15分

※詳しくは町ホームペー
ジで確認してください。
問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）

２つの計画に関するパブリックコメント
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中島家住宅で説明を受ける服部知事㊥

日田彦山線廃線跡を利用したフォレス
トアドベンチャー入口での記念撮影

旧小石原小学校を改修したアクアクレ
タ小石原では研修室などを視察

東峰村ほうしゅ楽舎で行われた意見交
換会。左側は地域代表、右側は服部知事
や寺西町長ら行政代表

意見交換会後も参加者は地域の課題を知事に伝えました。
（左から）髙瀨隊員、藤川代表、服部知事、藤田会長、寺西町長


